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脚立を侮るな！ 正しい使い方をしないと重篤な災害になります。

  
傷病部位・傷病別データ【Ｈ１８，Ｎ＝９９２】・・・厚生労働省提供資料

  分 析

災害事例    

         

【傷病部位別】 下肢と上肢で，全体の半数以上を占める。

【傷 病 別】 骨折が全体の約３分の２を占め，重篤な災害につながりやすい。

建設業等に係わる作業者は，ヘルメットを着用しているが，一般家庭での剪定作

業等では殆どヘルメットを使用していない。災害の大半は脚立から飛び降りて足の

骨折であるが，ヘルメット不着用で脚立を跨いだ状態等から墜落すると，飛び降り

られずに頭部打撲で重篤な災害になる。
ｒ

１．脚立の天板に乗って作業したところ，

バランスを崩して背中から墜落した。

２．脚立をまたいで乗った状態で蛍光灯

の交換作業をしていたところ，バラン

スを崩し階段に墜落した。

脚 立 に 注 意！



柴崎で見かけた不安全事例         【作業内容】低木樹の選定

       

   
   

   

災害リスク 対 策

【不安全状態】

①傾斜地

【不安全行動】

①跨ぎ作業

②開脚不完全

③開閉金具不使用

①大きめの板を脚の下部に

敷き脚立を水平にする。

①跨いで作業しない。

②脚を完全に開く。

③脚を完全に開き開閉金具

でロックする。

①踏み桟最高使用段数を使用して身体の重心

を脚立に預ける

・２１０cm 以下の脚立は上から２段目まで

・２４０cm 以上の脚立は上から３段目の踏

桟まで

②昇降中は３点支持，作業中も(極力)３点支持

①②バランスが安定する

②３点支持により墜落災害を防ぐ

脚立の正しい使い方

③④⑤バランスを崩しやすく，

一旦バランスが崩れたら身体

を戻すのが非常に難しい

⇒墜落災害

③天板に乗らない，またがない，座らない

④(極力)両手作業を控える

⑤上向き・乗り出し・横向き・力を入れる

作業禁止



梯子を侮るな！ 正しい使い方をしないと重篤な災害になります。

傷病部位・傷病別データ【Ｈ２７，Ｎ＝２６】以下厚生労働省提供資料      分 析

・ヘルメットは 5ｋＮの衝撃に耐える構造

・5ｋＮは頭部に影響を与えない衝撃力

２ｍを越える高

所からの墜落は，

頭部負傷による死

亡率が高い。

一般家庭での梯

子作業時は殆どヘ

ルメット不着用の

ため，更に死亡率

は高くなる。

梯 子 に 注 意！

◆医学的に死に直結する頭

蓋骨骨折の衝撃力 ⇒ ６kＮ

◆高さ 5．1ｍの梯子から墜

落した時の衝撃力 ⇒ ６kＮ

高さ 5．1ｍは・・・

梯子高さ 3．5ｍと

人間の身長 1．6ｍの合計

Ｆ(衝撃力)＝ｍ√2ｇｈ／Δｔ

ｍ 物体の質量kg 60

ｇ 重力加速度m/s2 9.8

ｈ 落下距離ｍ 5.1

Δｔ 衝撃吸収時間ｓ 0.1

衝撃力（kＮ） 6.0


